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【目的】
宮城県の養護教諭が学校で行っている不登校児童生徒
のきょうだいに対する支援の実態を把握し，支援における
課題やニーズを明らかにする．
【方法】
宮城県内の小・中学校553校に勤務する養護教諭を対象
にWeb質問フォームを用いた無記名自記式調査を行った．
質問紙は，きょうだいを気にかけ始めたきっかけ，支援内
容，意識・配慮する点，困りごと，支援向上のためのニーズ
について回答してもらった．分析はIBMSPSSversion29を
用い統計的に行い，自由記述は内容分析を行った．本研
究は所属機関の倫理委員会より承認を得て実施した．
【結果】
175人（31.6%）の回答を得た．きょうだい支援経験があるの
は127人（72.6%）であった．きょうだいを気にかけたきっか
けは「登校状況（欠席，遅刻，早退，登校手段の変化，登校
渋り）」「不登校児童生徒の家族構成」「学級担任からの相
談」が多かった．支援内容は「日常的な声がけ」「話し相手
になる」「居場所づくり（保健室等）」が多かった．「居場所
づくり（保健室等）」「保健室の環境整備」は中学校で頻度
が高かった．支援時は「きょうだい個人を尊重した関わり」を
強く意識していた．支援上の困りごとでは「きょうだいも不登
校傾向が見られる」「きょうだい・保護者への適切な支援方
法がわからない」「保護者の協力が得られない」が多かった．
支援向上のために必要なことは「支援における校内協力体
制」「保護者との連携，保護者への支援」等が挙げられた.
【考察】
きょうだい支援のきっかけは，きょうだいの様子を基に養護
教諭や教職員が気にかけるものと，きょうだいの家族構成等
の情報を元に予防的視点で気にかけるものの2種類があるこ
とがわかった．支援については，養護教諭によるきょうだい
への直接的支援と教職員等を介した間接的支援の両方を行
うことで学校全体でのきょうだいへの手厚いサポートにつな
がることが示唆された．きょうだい支援の向上のために養護
教諭を含む支援者や不登校児童生徒の親がきょうだい支援
について理解を深め連携体制を整えることが求められてい
たことから，きょうだい支援に関する研修会の実施やガイド
ライン，マニュアル等の作成・配布が効果的であると考える．
【結論】
不登校児童生徒のきょうだいへの支援充実のために，支
援に関する知識・情報を周知し，教職員や保護者との連携
を図る必要性が示唆された.
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【目的】
臨床や学校等で児童の生活機能を評価するツールとして
「子どもの日常生活チェックリスト（QCD）」が利用されて
いる。昨年度の本学会において我々は、普通小学校の児
童を対象にQCD総合点の性差と得点分布の特徴を調べ
た結果、女児、3年生の得点が高いことを報告したが横断
研究である限界があった。そこで本研究は、同一児童を追
跡調査しQCDを縦断的に分析することで、学童期におけ
る生活機能の成長を明らかにすることを目的とした。
【方法】
対象校はA町立A小学校（2023年度全校児童444名）で
あった。保護者に協力を募り、同意が得られた者に最近1
ヶ月間の子どもの様子をQCDで回答してもらった。本研
究の分析対象者は、2022年度に1年生～5年生、2023年度
に2年生～6年生であった294名（男児144名、女児150名）
とした。QCD総合点を目的変数、性別、学年、調査年、学
年、学年と調査年の交互作用を説明変数とする一般化線
形混合モデル（GLMM）を実施した。なお、変量効果とし
て個人IDをモデルに組み込んだ。統計解析はSPSS Ver. 
29（IBM社）で行い、有意水準は5%とした。本研究は茨
城県立医療大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認
番号1060）。
【結果】
GLMMの結果、モデル式の疑似決定係数はR2 = .717、級
内相関係数はICC = .703であった。変量効果は有意であ
り個人差を認めた（p＜.001）。固定効果のうち、有意だっ
た説明変数は性別（p = .006）のみであった。モデル式に
よって推定されたQCDの総得点（平均点 ± 標準誤差）は、
男児（40.4 ± 0.76）より女児（43.4 ± 0.74）は3点高かっ
た。学年と調査年の交互作用は有意ではなかったが（p = 
.824）、3年生は4年生になると総得点が低くなる傾向があ
った。
【考察】
同一コホートの小学生のQCDを用いて縦断的に調査した
結果、個人差を考慮しても女児の得点が高いこと、学年間
で差はなく、また1年間で明らかな成長変化は見られない
ことを明らかにした。以上より、1年程度でのQCD総合点
の変化には何かしらの理由があり、臨床的に解釈を要する
ものであると示唆された。また女児の得点が男児よりも高
い点については、社会適応力の性差あるいは性別に基づ
く周囲の期待による過適応がその背景にある可能性があ
る。
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近年、悪性新生物など慢性疾患の治療のため長期入院を
経験した子どもや医療的ケア児の保育所利用が増えている。
そこで、今回、授業を通して大学病院小児病棟で病気の子
どもへの保育を担う医療保育専門士の活動を学ぶ授業を
通して授業効果の実態調査を目的とした。A大学保育学生
の認知と今後の保育教育への示唆を得たため報告する。
【方法】
A大学児童学科２年生の保育士養成科目「子どもの健康と
安全」の1コマを大学病院小児病棟所属の医療保育専門士
に役割と実際に関する講義を依頼した。本授業は保育にお
ける日常の健康管理、子どもの体調不良時の保健的対応が
主な概要である。医療保育専門士からの講義の前に調査の
主旨と未回答による成績への影響はなく調査参加の同意は
自由であると口頭で説明し、匿名にてGoogleアンケート回
答をもって同意を得たとみなした。集計は単純集計とした。
【結果】
講義に参加した学生48名のうち、調査の回答は34名
（70.8％）から得た。医療保育専門士の仕事の認知につ
いて、授業前は、わからない・ややわからないは24名、や
やわかる10名であったが、授業後はややわからないが1名、
ややわかった16名、よくわかった17名と仕事への認知者数
は増えた。学びの達成度の自己評価結果は、医療保育士
の活動の現状、病気の子どもが楽しめる遊び、子どもに応
じたかかわり、保護者へのかかわり、親子のニーズ、安心
してすごすための環境づくり、病気の子どもへの保育実践
と7項目すべてにおいてそう思う、大変そう思うと評価して
いた。授業内容の評価に関しては、学習目標が明確、授業
内容がよく計画されていた、授業学習量が適切、医療保育
士への興味について4項目すべてにおいてそう思うと回答
を得た。役に立った内容の自由記載では、病気の子どもと
かかわるための医療保育の活動や遊びの工夫を学べた。
保育士として選択肢が増えたとの回答があった。
【考察】
医療保育専門士は日本医療保育学会による認定資格で平
成21年度に第1期生が誕生して10年間に医療保育専門士
が活動しているもののまだまだ認知されていない現状であ
ることがわかった。今回は4年制大学の2年生であったこと
もあり今後学ぶ機会があると考えるが慢性疾患の子ども
が治療継続しながら社会参加できる環境の実現には、保
育士や幼稚園教諭を目指す教育機関での授業が効果的
であった。報告すべきCOIはございません。
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【はじめに】
近年，さまざまな難病や障害を抱える子ども、家族や学校
などの社会関係の影響を無視できない病気の子どもが増
えている。こうした子どもとその家族の支援のニーズは多
様で複合的であり、医療と保健、福祉、教育など、さまざま
な分野の専門職が協働し，ケアすることが求められている。
そこで，今回，授業を通して大学病院の小児病棟で病気の
子どもへの保育を担う医療保育専門士の活動について，
保育士を目指す学生の認知と今後の保育教育への示唆を
得ることを目的とした。
【方法】
対象は，A大学児童学科2年生の保育士養成課程科目「子
どもの健康と安全」（2単位）を受講している学生48名で
ある。講義の1コマを大学病院小児病棟に勤務する医療保
育専門士に依頼した。講義内容は，医療保育専門士の業
務内容と役割である。受講後，学生が作成したレポートを
分析の対象とし，質的機能的に分析した。講義前に調査
の主旨と調査参加の同意について口頭で説明した。
【結果】
受講前は，医療保育専門士という言葉を知っていたが，役割
は知らない学生が多かった。学生は講義を受講することで，
医療保育専門士の役割を理解していた。その内容を3つの
カテゴリに分類することができた。学生は，医療保育専門
士の役割は〈子どもの命を預かる職業〉であり，治療中の子
どもの変化に気づき，また，検査や治療がスムーズに行える
ように医療の知識を持ち，医療従事者と情報共有し連携す
ること，〈子どもの不安を軽減するための工夫〉として，治療
や訓練を遊びの一環として取り入れることや病室の壁紙の
色や掲示物で雰囲気を変えること，身体や頭を使う活動を
取り入れ生活の中に楽しみをつくるためのレクリエーション
的な知識やスキルをもち，子どもの基本的生活習慣が確立
できるような工夫をすること，さらには，〈支援の対象として
の家族の存在〉があり，保護者は子どもの医療に関する意
思決定の責任があること，子どもの精神的な支えをする家
族の役割は大きいことによる，負担が生じやすいため，家族
の気持ちに寄り添うという役割があることを理解していた。
【考察】
医療保育専門士の活動はまだまだ周知されていない現状
がある。慢性疾患の子どもが治療しながら社会参加でき
る環境の実現には，保育士や幼稚園教諭を目指す学生へ
の医療的知識や医療現場での保育支援の必要性を認識
する機会として，今回の取り組みが効果的であった。
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